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巻
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欠
陥
だ
ら
け
の「
検
察
審
査
会
制
度
」

■
こ
の
ま
ま
で
は
司
法
の「
衆
愚
化
」し
か
も
た
ら
さ
な
い

本
を
殺
す
の
は「
劣
化
」編
集
者
か
―
―「
型
破
り
」嫌
う
経
営
者
に
も
問
題
あ
り

一
千
億
円「
抗
う
つ
薬
市
場
」
の
異
常
―
―
医
師
が
患
者
を
つ
く
っ
て
い
る

石
原
都
政
の「
無
駄
遣
い
」一
兆
円
以
上

■
四
選
目
に「
色
気
」と
い
う
け
れ
ど

「
武
器
輸
出
三
原
則
」の
ナ
ン
セ
ン
ス
―
―
国
内
防
衛
産
業
を
根
絶
や
し
に
し
て
も
よ
い
の
か

日
本
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
●
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ズ
427

「
法
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吹
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庁

■
誰
も
責
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取
ら
な
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技
官
の
園
」
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「
小
沢
の
進
退
」め
ぐ
る
虚
々
実
々

■「
生
方
騒
動
」の
内
幕

鳩
山
が
描
く「
小
沢
辞
任
」シ
ナ
リ
オ

■「
四
月
動
乱
」は
不
可
避
の
情
勢

連
載〈
政
界
ス
キ
ャ
ン
〉様
変
わ
り
し
た「
新
党
づ
く
り
」

日
本
の
安
全
保
障
は「
風
前
の
灯
」

■「
防
衛
計
画
改
定
」で
露
呈
し
た
鳩
山
内
閣
の
亡
国
ぶ
り

「
全
方
位
外
交
」に
賭
け
る
公
明
党
―
―
学
会
創
立
八
十
周
年
に
向
け
な
り
振
り
構
わ
ず

〈
罪
深
き
は
こ
の
官
僚
〉
鈴
木
久
泰（
国
交
省
前
航
空
局
長
）
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史
上
最
悪
の
メ
キ
シ
コ「
麻
薬
戦
争
」―
―
い
ま
や
米
国
の「
第
三
戦
線
」
に

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
模
索
す
る「
存
続
理
由
」―
―「
地
域
軍
事
機
構
」か
ら
ど
う
脱
皮
す
る
か　

Ｅ
Ｕ「
成
長
戦
略
」が
無
残
な
結
果
に

■
国
際
社
会
で「
二
軍
落
ち
」の
危
機
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ア
フ
ガ
ン
に
流
れ
る「
奇
妙
な
気
配
」―
―
関
係
者
合
意
の「
出
来
レ
ー
ス
」か　

衰
え
な
い
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
の
脅
威

■
第
二
の「
９
・
11
」は
あ
る
か

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
」で
Ｅ
Ｕ
が
敗
れ
た
理
由
―
―「
寄
せ
集
め
国
家
集
団
」が
抱
え
る
難
題

日
伯
連
携「
ア
フ
リ
カ
開
発
」の
行
方
―
―
欧
米
と
の
熾
烈
な
穀
物
覇
権
争
い
に
参
入

「
原
子
力
覇
権
」目
指
す
プ
ー
チ
ン
―
―
世
界
シ
ェ
ア
二
五
％
を
目
論
む

韓
国
社
会
が
抱
え
る
深
刻
な
悩
み

■
華
々
し
い「
躍
進
」の
陰
で

「
中
国
VS
グ
ー
グ
ル
問
題
」の
核
心

■
米
中「
サ
イ
バ
ー
覇
権
戦
争
」の
先
駆
け
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米
国
は
衰
退
し
て
い
な
い

―
―
相
対
的
影
響
力
が
低
下
し
た
だ
け

●
特
別
リ
ポ
ー
ト

何よりも軍事的優位が隔絶していて、世界が束になってもどうかという
時代はまだまだ続く。経済力も金融危機で躓いたものの、活力はどの国
にもヒケをとらない。少子高齢化の心配がないのも大きな強味だ。（6頁）

ここ数年の巨額損失で「財務の日立」も見る影なし。目先の利
益ばかりを追う社風は、経営の源泉たる技術力で地盤沈下を招
いた。外資の買収に怯え、攻めの経営もどこへやら。かつての
業界の盟主に、黄昏が迫る。（70頁）
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「
平
成
の
鞍
馬
天
狗
」と
呼
ば
れ
始
め
た　

桜
井
正
光
（
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
民
営
化
の
名
の
下
に
暴
走
気
味

■「
信
濃
川
水
泥
棒
」体
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い

連
載〈
企
業
研
究
〉

日
立
製
作
所
―
―
漂
流
す
る「
老
朽
巨
艦
」

経
済
●
情
報
カ
プ
セ
ル

哀
れ
誘
う「
み
ず
ほ
」の
自
壊
ぶ
り
―
―
抜
き
が
た
い「
旧
行
意
識
」と
派
閥
抗
争

丸
紅
が「
ダ
イ
エ
ー
」を
身
売
り
か
―
―
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
相
手
の「
乾
坤
一
擲
」説

金
融
界
が
富
士
通
に
背
を
向
け
始
め
た

■
屋
台
骨
揺
る
が
す
ド
ル
箱
事
業
喪
失
の
危
機

半
導
体
市
場
は
名
ば
か
り
の「
回
復
」―
―
韓
国
、台
湾
の「
お
こ
ぼ
れ
」に
依
存

「
独
り
勝
ち
」Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
秋
風
―
―
通
信
市
場
は
端
末
メ
ー
カ
ー
主
導
の
時
代
へ
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自
信
み
な
ぎ
る
中
国
三
大
石
油
―
―
い
ず
れ
ス
ー
パ
ー
メ
ジ
ャ
ー
を
追
い
抜
く

「
ア
ジ
ア
」に
靡
く
欧
米
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
―
―
日
本
は
こ
こ
で
も「
蚊
帳
の
外
」

ト
ヨ
タ
の「
受
難
」は
米
国
で
終
わ
ら
な
い

■
中
国
、
イ
ン
ド
で
も
展
望
は
暗
い

6062

人、モノ、カネをたっぷりかけながら、翌日の天気ですら平気
で外す。当たらない予報が経済にどれほどの悪影響を及ぼす
か、自覚もなければ反省もない。「与太話」の垂れ流しに、「研
究者」5000人とは無駄の極みだ。（110頁）

鳩山は内閣改造と党役員人事をワンセットにして、小
沢辞任の舞台を整えたい考え。小沢も一度身を引い
て参院選後に備える戦略を練りつつある。権威失墜
が止まらない中、小沢窮余の一手は、政界再編のみか。
（48頁）


